
区分

露地
（雨よけハウス）

ハウス
トンネル

露地
（雨よけハウス）

ハウス
トンネル

冷涼地

中間地

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ハウス 収穫播種

105

５章　野菜類

コマツナ　英名：Komatsuna　分類：アブラナ科アブラナ属に属する野菜
　学名：Brassica rapa var. pervidis

・�原産地：ヨーロッパ地中海沿岸地域。起源は中国から伝来したカブの一種「茎
くきたちな

立菜」とされ、
その名称は東京江戸川区の小松川あたりで栽培されていたので、コマツナという名前になっ
たと言われている。
・温度適応性：涼しい気候を好む。
・発芽適温：最適温度 20 ～ 25℃、最低温度 4～ 8℃、上限は 40℃。
・生育適温：18 ～ 20℃前後。5℃以下、35℃以上で生育抑制される。
・光適応性：比較的弱い光にも耐えるが、軟弱徒長気味になることが多い。
・�土壌適応性：土壌適応性は広いが、通気、排水性がよく有機質に富む深い耕土がよい。直
根は長めで細根の多少は品種によって異なる。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.2 ～ 6.8）。
・花芽分化と抽苔：種子春化型（シードプラントバーナリゼーション）
発芽直後から低温に感応し、花芽分化が起こり、分化後はやや高温で抽苔が促進される。コ
マツナの花芽分化は、低温によって誘起され、感応限界温度は 12 ～ 13℃、最も敏感な低温
域は 5～ 7℃前後とみられ、この温度域に 20 日以上遭遇すると花芽分化する。低温感応性
や抽苔の早晩性は、品種間差が見られる。

・作型別栽培方法
�（1） �春まき栽培：気温上昇期の栽培となる 2～ 4 月まき、4～ 5 月どりの栽培。4～ 5 月の

気候が良く、後半の生育が早いので適期収穫に努める。
（２）�夏まき栽培：6 ～ 8 月まきでは、高温のため軟弱徒長や節間伸長、葉のカッピングなど

品質低下が問題となる。栽植距離を広くとり、株張りを促すことが重要となる。
（３）�秋まき栽培：気温下降期となる 9～ 10 月下旬まき、10 月～年内どりの栽培は、生育適

温下での栽培であり、年間を通じて最も作りやすい作型といえる。
（４）�冬まき栽培：低温期の栽培となる11～1月まき、1～3月どりの栽培は、ハウス栽培やビニー

ルトンネルなど被覆資材を用いた栽培が多く見られる。この作型では十分に温度を確保
することが重要であるが、過湿条件は病気の発生を助長するため適宜換気を行う。


